
核磁気共鳴（ＮＭＲ）法を用いてタンパク質の“かたち”をみる

現在、ポストゲノム時代を迎えてタンパク質の立体構造と分子機能の解明が盛んに行われている。また、食品

及び食糧資源関連分野において利用価値の高い新規酵素等の開発のため、タンパク質の立体構造と機能との
相関に関する研究が強く求められている。本研究においては、最新の核磁気共鳴装置（NMR)を用いて、有用な
ポリペプチド・タンパク質の溶液中での立体構造の解析を進めるとともに、その立体構造情報を基に機能との相
関についても解明を行っている。
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３次元スペクトル

これらのスペクトルから

各シグナルの帰属
原子間距離の情報
二面角の情報
が得られる

タンパク質構造解析の手順

①X線結晶構造解析と異なり、より生理的条件に近い溶液中での立体構造を決定することが出来るとともに、
構造化されず動きやすい部位についても部分的に解析が可能である。

②タンパク質の分子内運動（うごきやすさ）の解析を行うことができる。
③分子間相互作用を容易に解析することが可能である。

研究の内容

技術の特徴

コンピュータによる
３次元構造の計算

ポリペプチド・タンパク質の立体構造

今後の展開 有用なポリペプチド及びタンパク質の機能を原子レベルで解明するとともに、その立体構造及び
機能の解明により新規高機能酵素の設計に役立つことを目指している。
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